
別添資料１  

 

自然史レガシー継承・発信実行委員会 構成館 

 

◆ 兵庫県立人と自然の博物館 （事務局） 

愛称『ひとはく』。貴重な資料標本と優れた研究者などが核となり、生涯学習に機能的に対応できる「人と自然

の共生博物館」を目指しています。地域の自然・環境情報の一元管理をすすめ、それらを活用した自然・環境に関

する総合的なシンクタンク活動を組織的に実践しており、行政・企業などから生物多様性に関する研究を受託する

など、地方自治体、民間企業の生物多様性活動の支援も積極的な活動を展開しています。 

ＵＲＬ： http://www.hitohaku.jp 

代表者： 中瀬  勲（館長） 

所在地： 兵庫県三田市弥生が丘６丁目  

 

◆ 北海道博物館 

  北海道博物館は、北海道開拓記念館と道立アイヌ民族文化研究センターが統合して、2015年春にオープンした総

合博物館です。総合展示（常設展示）では、「北東アジアのなかの北海道」と「自然と人のかかわり」の２つをコ

ンセプトに、北海道の自然・歴史・文化を幅広く紹介しています。 

第５テーマ「生き物たちの北海道」は、「生き物のつながり」がキーワード。北海道の生態系と生物多様性を楽し

みながら知ることができます。 

ＵＲＬ：http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp 

代表者：石森秀三（館長） 

所在地：北海道札幌市厚別区厚別町小野幌53-2 

 

◆ 栃木県立博物館 

  栃木県の歴史、文化、自然を幅広く扱う総合博物館で、県内有数の自然観察地である日光地方を対象に、動植物

の垂直分布の変化をジオラマなどで示すスロープ展示で知られています。地元の自然史資料の収集に特に力を入れ

ており、開館以来の34年間に蓄積した豊富な情報に基づいて、基礎研究はもちろん、県や市、町、諸団体などの

環境保全対策、環境教育などに貢献しています。また、県内の資料館や学校などで移動博物館を積極的に開催して

います。 

ＵＲＬ：http://www.muse.pref.tochigi.lg.jp/ 

代表者：須藤揮一郎（館長） 

所在地：栃木県宇都宮市睦町2-2 

 

◆ 橿原市昆虫館 

昆虫に関する基礎的なことから、自然の中での昆虫たちの生きざまや人とのかかわりなどを、1000 点を超える

昆虫標本や化石標本、そして、四季を通じて沖縄八重山地方の蝶が舞う放蝶温室などによって楽しみながら学習で

きるよう展示しています。また、自然の中で生きた虫たちを観察する「自然観察会」、「観察教室」、「昆虫セミ

ナー」をはじめ、定期的にテーマを決めて展示する「特別展」や「企画展」などを行い、「生き物とのふれ

あい」・「自然体験」をテーマに、生涯学習の場として利用できる施設となっています。 

ＵＲＬ：https://www.city.kashihara.nara.jp/insect 

代表者：木村史朗（館長） 

所在地：奈良県橿原市南山町624 

 

◆ 三重県総合博物館 

   東海地方初の総合博物館「三重県立博物館」を前身とし、三重県の自然と歴史・文化の多様性をテーマに、平成

26 年に開館した新しい博物館です。「みんなでつくる博物館」というスローガンもと、昆虫分野では、ＡＧＦや

森永製菓などの企業の環境保全活動などとも連携し、展示や観察会等の事業を手がけています。また館内でも、子

どもたちと一緒に昆虫資料の収集・調査・展示までを行い、小中学生の学会発表や自由研究が報道に取り上げられ

たこともあります。ほかに、オオサンショウウオを24年間にわたって飼育し続けている実績もあります。 

ＵＲＬ： http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/MieMu/index.shtm 

代表者： 大野照文（館長） 

所在地： 三重県津市一身田上津部田3060  



 

◆ 大阪市立自然史博物館 

100万点の収蔵資料をベースとして、館長含む 15名の学芸員が自然史学を探求しつつ、市民向けの自然観察会

や講演会など年間 150回以上の行事を企画・開催しています。また、1955年発足の「大阪市立自然史博物館友の

会」は1600世帯の会員を擁し、博物館を積極的に利用しながら自然を学べる場を提供するとともに、博物館と連

携した地域自然史に関する調査研究、資料収集、普及教育活動も行っています。 

ＵＲＬ：http://www.mus-nh.city.osaka.jp/ 

代表者： 谷田一三（館長） 

所在地：大阪市東住吉区長居公園１−２３ 

 

◆ 北九州市立自然史・歴史博物館 

「自然と人間の関わりを考える共生博物館」を理念とし、バランスのとれた資料収集・調査研究・教育普及活動

を展開しています。ミュージアムティーチャーとして小・中学校の教員を配属しており、学校現場と博物館との結

びつきを強めるとともに、地域に根ざしたユニバーサルミュージアムを目指しています。市内の子供達からは、親

しみを込め（？）「いのたび」と呼ばれています。 

ＵＲＬ：http://www.kmnh.jp/ 

代表者： 上田恭一郎（館長） 

所在地： 福岡県北九州市八幡東区東田2‐4‐1 

 

◆ 国立科学博物館 

国立科学博物館は、1877（明治 10）年に創立された日本最大級の総合科学博物館です。自然史および科学技術

史研究に関する中核的研究機関として、また我が国の主導的な博物館として活動しており、440万点を超える貴重

なコレクションを保管しています。調査研究の成果やコレクション等を活用した展示を行うだけでなく、ナショナ

ルセンターとして、全国の科学系博物館等が所有する標本資料の情報を集約・発信・共有するための環境の構築等

を行っています。 

ＵＲＬ：http://www.kahaku.go.jp/ 

代表者：林 良博（館長） 

所在地：〒110-8718 東京都台東区上野公園 7-20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


